
４７ 才男 性（ 妻が乳がんを 経験 した ）より

体験 記～ ふだ んの 健診 の大 切さ を～

南あ わじ 市乱身で 、い まは神奈川県で暮 らし てい るリ３性 です。

長男 が中 学３ 年生 、次 罵が不学 ５年 生の とき に妻 の乳 がんの罹 患がわか りま した。

僕は 、乳 がん の妻 を支 える 、支 える 側の 家族 の荳場で す。

その 中で 、感 じた こと を少 しだ けお 話し しま す。

ぎｉ 時を 振り 返る と、 年末 ある 日、 Ｘ呂 上が りに 妻が

「な にか こな いだ から 気に なる のが ある けど 、高 校受 験も ある し、

次１ の空 手の 大会 の応 援も いき たい し、 家の こと も、 家事 も、 育！ｆａ もあ るし、

何か あっ たら 目§｜。 るし 、ま あ、 もう ちょ っと 様子 みて みる 」と 言っ てい たの をＭＩ、 いｌ？１１し ます。

無事 、高 校受 験も おわ り、 春の 日に をく の大 きな 大学 病院 に検 査の 申し 込み した けど、

いざ 、検 きし たい ！と 児、うと きほ ど、 予約 待ち がた くさ んあ り、 結局 ＧＷ 日乃 けまで

検ま がで きま せん でし た。

この 時、 すで に季 節は ６Ｈ でし た。

しこ りに 気に なっ てか ら、 半年 も経 過し てし まっ てい まし た。

それ から 、手 術、 抗が ん剤 治療 、放 射線 治療 と標 準治 療を フル コー スで 行い まし た。

妻の 乳が んは 、ト リプ ルネ ガテ ィブ 乳が んと いう 、少 しや っか いな タイ プで した。

治療 は順 調に いっ てい まし たが 、２ 年後 に再 発・ 転移 、そ して 、５ 年が 経過 しよ うと して いた

２０ ２２ 年の 末に 旅え つこ とに なっ てし まい まし た。

ｊミ 直、 たく さん の後 悔が あり ます 。も っと こう して あげ れば よか った。

もっ とし てあ げた いこ とた くさ んあ りま した 。で も、 もう 叶い ませ ん。

だけ ど、 もし 時現 が戻 せる なら あの 日、 なぜ 、妻 に、 早く 病院 にい くこ とを

強く 言わ なか った のか 。仕 事を 休ん でで もま れて いっ てあ げな かっ たの か。

また 、普 段か ら、 健診 をう ける こと を主 人で ある 僕も 、も っと 意識 して おか なか った のか。

とか 、考 えて もキ リが あり ませ ん。



隣に いる 旦那 さん や、 お子 さん 、ご 家族 へ～

Ｌ一
ギ がん は、 女性 だけ の問 題で はあ りま せん。

妻が 乳が んに なり 、「 乳が んの 奥さ んを 抱え て大 変だ ね！ 」とか

「仕 事し てる 場合 じゃ ない ね」 とか 、ま わり から 特別 視さ れ、 仕事 もた くさ んな くし まし た。

何も 于に つか ず、 仕事 にい くと いい なが ら、 一日 中、 喫茶店で竟ご した こと も何 度も あり まし た。

どう 支え てい いか もわ から ない 日々の中 で心 をす り減 らし なが ら、

それ でも 妻の 前で は笑 顔で 寄り 添っ てき まし た。

もち ろん 、ど うし よう もな くて 、何 度も 何度 も喧 嘩も しま した。

鴇じ よう に、 子供 たち もた くさ んの 影響 をう けま す。

ヤン グケ アラ ーと して 、学 校に も親 友に もマ マが 乳が んで ある こと 、ま た、

ママ が皀 くな った こと さえ も言 えず に我 慢し て過 ごし てい ます。

乳が んは 女性 だけ の問 題で はあ りま せん。

だか ら、 タ３ 性も 子供 たち も、 ぜひ 一緒 に向 き合 い考 えて ほし いと ぶい ます。

ほん とう にた くさ んの 影響 を受 けま す。 受け まし た。

それ が、 早期 発見 で最 ／ｊヽ隕 で済 むなら

ぜひ 、検 診を うけ るよ うに 、ま た受 けや すい よう にま わり の僕 らが して あげ てく ださ１

「ｎ 洗い もＸ 呂掃 除も しと くよ χ今 日は ちょ っと 自分 の時 間つ かい なよ ！」 でも いいレ

「子 供の こと 見と くか ら、 美容 院い ってべカ フェ いっ て、 つい でに 、乳 がん健診 どう かな ？」

とか 、／ｊヽ さな きっ かけ を届 けて あげ てほ しい です。

それ が、 大なＪな 人を 守る こと がで きる、

大き な力 にな ると 信じ てい ます。

まず は、 一歩 、今 日で きる こと から

ＰＡＰＡ　ｒｉ ｂｂ ｏｎ


